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私が聞こえ方に違和感を抱いたのは、『冒

険者たち』というフランス映画の音楽を

聴いたときでした。大好きで、何度も観て

きた映画です。タイトルバックに口笛でメ

ロディが流れてくるのですが、それがもの

すごく音痴に聞こえたのです。音が歯抜

けになっていた。「俺の耳、どうなったん

だ？」って、ショックでしたね。ただ、そのと

きにはまだ補聴器をつけませんでした。と

ころが、71歳のときに初めて補聴器をつ

けて、驚いた。まず、自分の靴音が、「コツ、

コツ、コツ」と耳に飛び込んできた。長らく

消えていることにも気づいていなかった音

が、戻ってきたという嬉しい驚きは、経験

者にしかわからないと思いますね。
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人との会話でも、お互い気持ちが乗ってく

ると息づかいが変わりますよね。その息づ

かいを感じとれるかどうかで、コミュニケー

ションも変わります。補聴器をつけるよう

になって、編集者と話をするときの気配

が全く変わった。原稿に意見を言うときは、

きが55歳。そこから20年近く、時間を無駄

に積み重ねてきてしまったと痛感します。あ

のときすぐに補聴器をつけていたらどんな

に良かったか。これから補聴器をつける人

には、迷わずすぐにつけなさいと言いたい。

自分の人生を大事に使いたいなら、今でき

ることはすぐにやった方がいい。 

相手もやっぱり気合いを入れるんでしょ

うね 。その気合いを、感じとれるように

なったのです。補聴器というのは不思議な

もので、つけると気配や空気が違ってくる

んです。そうすると、自分の意識まで変わる。

すごいもんだと思います。

私は、原稿と向き合うときは意図的に補聴

器をつけません。で、一気に原稿10枚くら

いを書き上げたあと、次をどう展開させよ

うかと考えるときに補聴器をつける。そう

すると、空気感がまるっきり変わるんです。

グッと物語の中に入っていける。それぞれ

の登場人物の声まで、自分の中で響いてき

ます。物書きの私にとって、今や補聴器は

欠かせないものですよ。
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『冒険者たち』の口笛がおかしいと思ったと
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ワイσックス サンドύーτφーは、ワイσックスのԻͮくりのֶに͠ײڞ、ຖをアクςΟϒにָ͠Ή
ਓͨͪ、ͦ ͠て、補聴器のૉΒ͠͞とワイσックスのʮMPTU NaUVraM 4PVOdʯをよりଟくのਓに͑て͍く
େな間です。
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